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（論文内容の要旨） 
 背景：自閉症スペクトラム障害（autism spectrum disorder; ASD）児の多くは、定
型発達児と異なる感覚特性（感覚刺激に対する過敏さ・鈍感さ、感覚的側面への
並外れた興味）を示す。ASD 児では、感覚刺激に対する自律神経活動が定型発達
児とは異なっており（Schaaf et al., 2015, 他）、ASD児の感覚特性と自律神経活動
の関係が注目されている。安静時の迷走神経活動に関しては、ASD 児では定型発
達児よりも低く（Guy et al., 2014, 他）、また、感覚特性に問題がある児（ASDと
診断されていない）でも、定型発達児よりも低い傾向があることが報告されてい






【対象】6-12歳の知的障害を伴わない ASD児 37名（男児 26名、女児 11名、








【心電図解析】R-R間隔の変動（heart rate variation; HRV）を周波数解析し、高
周波成分（high frequency; HF, 0.15-1.04 Hz）を迷走神経活動指標（HF-HRV）とし
て用いた。 









 結果：ASD群の安静時 HF-HRVは、定型発達群よりも有意に低かった[F(1,61)= 
47.94, p < .001]。感覚特性と HF-HRVの関係では、ASD群において、SSPの下位尺
度である「視覚・聴覚過敏」と HF-HRV に有意な相関が認められた（ρ= .38, p 
= .019）。つまり視覚・聴覚の過敏性が強い ASD児は、安静時の HF-HRVが低い
ことが明らかとなった。また、SRS-2 の下位尺度である「反復・常同的行動」と
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